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東京大学における共同研究の実績（１）

「出処」産学官共同研究におけるマッチング促進のための
大学ファクトブック-パイロット版-

平成 29 年 4 月 27 日
一般社団法人日本経済団体連合会

経済産業省
文部科学省
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1割にも満たない
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件数・分野の広がりは東大の強み

東京大学における共同研究の実績（２）



 企業と大学が将来のビジョンを共有

 基礎研究・応用研究および人文系･理工系を問わず

リソースを結集

 「組織」対「組織」の本格的な共同研究を根付かせる

産学協創の推進に関する議論

産学官共同研究におけるマッチング促進のための大学ファクトブック
一般社団法人日本経済団体連合会コメント
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 「組織」対「組織」の産学連携は、大学、産業界、そして社会にとっ

て価値をもたらす「三方良し」の取組。

 大学にとっては、財務への貢献、研究力強化と教育への貢献をも

たらす。

 産業界にとっては、一企業だけでは生み出すことが困難な、新た

な技術、新たな市場を開拓することが可能。

 社会は新たに創出されたイノベーションの恩恵を受けられる。

産学官共同研究におけるマッチング促進のための大学ファクトブック
経済産業省コメント

産学協創の推進に関する議論 5
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■産学官民協働拠点の形成
学術成果を踏まえた新たな価値創造を推進し、これを広く社会に展開するため、
産学官民の連携による協働拠点を形成する。



7東京大学は、
平成29年6月30日付で「指定国立大学法人」に指定されました。
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9
東京大学における産学協創とは



2. リソースを、

ベストエフォート

で提供

1. 理念を共有

3. 本部が

マネジメント

産学協創研究が従来の共同研究と違う点

 連携によって実現を目指す「よりよい社会の姿」を大きな方向性（理
念）として設定

 ラウンドテーブル（ＲＴ）方式によって、双方が理念をさらに具体化、
共同研究テーマを設定

 企業の短期的なニーズ取組のみにならず、理念に沿った中長期的
な取組や社会実装への貢献などについて議論を継続

 企業の「強み」や「具体的な貢献」とともに、大学としての「強み」や
「本学と連携することで初めて実現できること」などを明確化

 双方が組織として提供できるリソース（大学は「知」、企業は「把握す
る社会のニーズ」、資金やインフラなど）を利用可能な範囲で提供

 社会実装に向けては、特に人文・社会科学系の「知」を活用

 産学協創研究推進Ｇによる部局を超えた最適な人材・シーズの探
索・提案や学内の体制整備、共同研究（実現可能性探索のF/Sや理
念に沿った基礎的・萌芽的研究を含む）の進捗管理

 利益相反や技術流出防止に対するリスク管理など、本部が適切に
関与
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推進本部

大型（課題創出）

大学トップ 企業トップ

産学協創トップ会合

報告

産学協創研究推進グループ

企業との交渉・企業と具体的な条件を協議

判定 産学協創専門委員会
産学協創案件の可否
（審議）
［知財・利益相反・

コンタミ等］

基本協定書・NDA策定、締結

共同研究契約締結

共同研究テーマ創出
（ラウンドテーブル）
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研究の
進捗管理等

共同研究実施

プロジェクト全体成果の
とりまとめ、公開実施

社会還元

社会変革を駆動する
しくみとしての
産学協創

 社会課題の解決、新たな価値創

造、人材育成等につながる連携

に理解を示す企業がパートナーと

なる。

 大学はパートナー企業とともに研

究成果や政策提言等を発信する。

東京大学における産学協創研究の進め方 11
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社会貢献・価値創造
経済駆動・産業創出

産学協創の
研究テーマ創出

 問題解決に資する人材・技術・知識を、

研究室・学部・文理の違いを超えて横断

的かつ大型の共同研究に取り組む。

 研究テーマの創出、 研究開発の実施、

人材育成、社会実装まで、一貫して協働

する。

東京大学における産学協創研究の進め方 12



13東京大学における産学協創研究の進め方

東大
パートナー
企業

文理の多様な分野
多様な研究者
最先端研究群
140年蓄積の知

多様な分野・部門
多様な研究者・エンジニア

多様な技術・
ビジネス・生産

地球・世界・人類・社会・経済・福祉課題

文理、分野、部門を越えた
多様なメンバーによる

ラウンドテーブル

深掘り課題の抽出
調査・探索・FS

協働・協創
融合研究

社会貢献・価値創造・経済駆動・産業創出

新学術 新ビジネス



東京大学における「産学協創」の事例

2016年9月2日
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15
日 立 東 大 ラ ボ の 取 組 み

2016.6-2017.10

●幅広い分野での共同研究 ●研究成果の取りまとめ
●オープンフォーラムなどによる社会への情報発信

未来都市ビジョン形成

2016.6～
テーマ「都市」

・大学の多様な学知、
人材の活用

・新たな学術研究

・新産業創出による
経済駆動

・新たなビジネスモデル
の構築

超 ス マ ー ト 社 会 （ S o c i e t y 5 . 0 ） の 実 現 に 向 け た ビ ジ ョ ン 創 生

社 会 課 題 の 解 決 の 手 法 に 関 す る 研 究 開 発

2016.11～
テーマ「エネルギー」

2017.11～
新テーマ（検討中）

データ駆動型社会を支える

エネルギーシステム

技術的、

政策・制度的検討

◇知識集約型社会システムの実現
◇リアルタイムなデータ利活用の基盤整備

ものづくりとまちづくりの

統合的アプローチ

ラウンドテーブル

によるビジョン検討

Society5.0 社会実装の実現に向けて



NEC・東京大学フューチャーAI
研究・教育戦略パートナーシップ協定

倫理・法制度 人材育成共同研究開発

AIを活用した社会課題解決で、日本の競争力を強化

大型共同研究「ブレイン
モルフィックAI」を推進

人文系の有識者が参画し、
AIの社会実装へ対応

「フューチャーAIスカ
ラーシップ」などで
優秀学生の成長を支援

ビジョン
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